
就職氷河期世代について

・就職氷河期世代は企業が採用を控えていた1993年頃～2004年頃に新卒で
就職活動をしていた方で、R7年4月時点の年齢は38歳頃～54歳頃の方を
指し、県内でもこの期間、全国と同様に大卒者の就職者の割合が低下。

・これまでも、県は、国の集中取組期間（令和２年度～）に合わせ、独自
に支援を実施してきたが、政府の動向（R7.4.25 就職氷河期世代等支援に
関する関係閣僚会議）もあり、本県でも同世代を対象としたアンケート
調査を実施（R7.7）し実態を調査（はぴコインを活用し6,734人が回答）

・アンケ―トの中で、未だに苦しい就労状況にあり支援を求める声が多かっ
たため、就職氷河期世代に対し就労支援を行い、正社員化や無業者の就労
を促すとともに、企業の人手不足の解消・人材確保を図る必要がある。

※リーマンショック時に再度就職率が下がったことなどを考慮し、35歳までをポスト氷河期
世代として含め、他世代と比較

年齢 氷河期（３５－５４歳）：７５％、 若者（34歳以下）：７％、
シニア（55歳以上）：１８％

性別 男性：２９％、 女性：７１％
婚姻状況 既婚：80％、 未婚：１１％、 離別・死別：９％

子どもの数 0人:16％、 1人:18％、 2人:42％、 3人以上:23％

年収 200万未満:３２％、 200～400万:29％、
400～600万：20％、 600万以上:15％

現在の就業形態 正規：56％、 非正規：29％、 自営：4％、 無職：９％

【回答者の属性について】



〇県内の就職氷河期世代等の支援ニーズ 〇県内企業の支援ニーズ

※出典：R7福井県就職氷河期世代等就業実態調査

・県内の就職氷河期世代の非正規雇用や無職の割合は３５％と他世代と比較して特に多いわけではないが、

初職時に希望企業へ就職ができなかった方が多く（４６％）、現在の仕事についても、特に非正規雇用の方は７割

が年収２００万未満にとどまっている （うち９７％は女性）。また、非正規雇用かつ低年収の方のうち３割が、

今後、正規雇用への転換を希望している。

・氷河期世代は、他世代と比較して男女間の賃金格差が大きく（３４％）、仕事への満足度も低く（３８％）、

不本意雇用の方の割合も高い傾向（３２％）にある。

・今後の支援策については、回答者の８割がマッチング、リスキリングなどの雇用対策を希望している。

・このため、氷河期世代の中でも、特に非正規雇用や無職の方などに対し、正社員化など何らかの支援が必要

（非正規雇用等への支援が結果的に男女賃金格差の解消につながる。）

就職氷河期世代について（アンケート結果まとめ）

就職氷河期世代
(35－54歳)

若者世代（34歳以下） シニア世代（55歳以上）

非正規雇用や無職の割合 35％ ３０％ 5６％

初職時に希望企業に就職できなかった方の割合 46％ 29％ 35％

非正規雇用のうち年収200万未満の割合 71％ 7１％ 55％

上記のうち、正規雇用を希望 30％ ５0％ ６％

男女賃金格差（年収200万未満の割合） 34％（男６％ 女40％） 23％（男13％女36％） 31％（男18％女49％）

現在の仕事への満足度（給与面への不満割合） 38％ 3０％ 32％

相談支援 36％
職業紹介・マッチング 35％
合同企業説明会の開催（対面・非対面） 27％
リスキリング支援 25％
企業の氷河期採用枠拡大への支援 22％
雇用支援以外（年金拡充等）希望・支援希望なし 20％

合同企業説明会の開催（対面・非対面） 51％
企業の氷河期採用枠拡大への支援 42％
職業紹介・マッチング 27％
リスキリング支援 20％

・県内の就職氷河期世代の非正規雇用や無職の割合は
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